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会長 尾関勇 ・ 幹事 佐藤秀樹
副会長 石渡美奈 ・ 副会長 片山謙次
副会長 波多野まみ
例会場 東京アメリカンクラブ
例会日 毎週火曜日８：００～

～四つのテスト～
１．真実かどうか
２．みんなに公平か
３．好意と友情を深めるか
４．みんなのためになるかどうか

言行はこれに照らしてから行うべし

2014年3月18日（火）

～本日のプログラム～

米倉誠一郎様

「創発的破壊とイノベーション」

米倉誠一郎（よねくら せいいちろう）様

一橋大学卒業。ハーバード大学歴史学博士号取得

（PhD.）。

一橋大学イノベーション研究センター教授、アカデ

ミーヒルズ 日本元気塾塾長、未来世紀ジパング コ

メンテーター（テレ東 月 22：00～）。

企業経営の歴史的発展プロセス、特にイノベーション

を核とした企業の経営戦略と発展プロセス、組織の史

的研究を専門とし、多くの経営者から熱い支持を受け

ている。

＜著書＞

『経営革命の構造』（岩波新書）

『勇気の出る経営学』（ちくま新書）

『創発的破壊未来をつくるイノベーション』（ミシマ

社）など多数。

■ 3月11日（火）例会 会長挨拶

会長 尾関 勇

メンバーが増えてきて、この部屋が狭く感じられるよう
になっていることは、嬉しいことだと思います。今日は
ドイツのロータリーよりメーキャップに来てくださって
いますが、私たちがドイツでの移動例会を考えた時に石
渡副会長のおかげで実現したのですが、大変素晴らしい
天候の中、南ドイツをご案内いただいて感銘を受けまし
た。予定変更が満載の旅でしたがそれもいい思い出で、
2011年度のパスト会長にもかかわらず、自ら車を運転し
ていただき我々をご案内してくださいました。世界中に
ロータリアンがいますが、他の国に行ったとき、または
いらした時、ホスピタリティを持って接し、友好を深め
ることがロータリーとして非常に重要なことだと思いま
す。
本日冒頭で黙祷を捧げさせていただきましたが、3年前
のことは皆さん鮮明に覚えていらっしゃるかと思います。
先日、関端さんからご報告いただきましたが、ロータリ
アンの方の活動がたくさん今も被災地にあり、我々も中
から多くのことを学ぶ必要があると思っております。そ
んな中、3月5日に補助金申請をさせていただきました。
前後になりますが、事業内容や震災復興にも参考になる
べくポリオ撲滅活動についてご報告のお時間をいただき
ます。
いよいよ次年度からの動きも間近に迫ってきました。
先々週の地区大会におきましては、皆さんありがとござ
いました。これから来年に向かって担当割りの整理が必
要となってきますので、宜しくお願い致します。

■ インドにおけるポリオ撲滅活動報告

柳広報戦略委員長
先月22、23日インドへ滞在中、NIDという一斉ポリオワク
チンを投与する活動に参加させていただきました。イン
ド政府の力だけではどうにもならず、ユニセフとWHO、そ
してアメリカのCDC、ロータリーが協力をして撲滅活動を
行っています。世界で、2006年1998名⇒2014年11名まで
減少。インドは2011年に1名となり、その後出ていません。
ロータリーの活動は非常に大きかったと聞いています。
実際、インドには1億7千万ドルの資金を投じ、その中心
はロータリー関連の寄付となっています。今回のNIDでは、
日本のロータリーから40名集まってきていました。ワク
チンは生ワクチン、口から2滴たらします。生ワクチンの
ため、100万人に一人か二人、発症する例があるそうです。
野生のポリオは減っていますが、ワクチンから感染する
患者も多く、これも問題だと言われています。

この活動で何が良かったかというと、ロータリーは実際
にどんな活動をしているのか、奉仕を目の当たりにし、
いいことをしていると認識できました。愛宕はまだこれ
からですが、世界のロータリーから見ると奉仕活動を実
感しました。ロータリーは両輪ある。一つは親睦、一つ
は奉仕。自分が行うことで社会がどんなふうに変わるの
か学べるのがロータリー、とある方に言われましたが、
全くそうだと思っています。最後に、この撲滅活動に賛
同してくれましたら、まずは寄付からです。今後もこの
活動を続けていくとのことですので、ご興味があれば、
来年はインドへ行きましょう。

比嘉秀年さん 若山健彦さん

お誕生日おめでとうございます！

３月のお誕生日♪

※丸山会員（3/12）は欠席



■3月・4月のプログラム
●3/25（火）夜間移動例会のため朝例会なし【メーキャップは7:45～8:15のみ、アメリカンクラブ1階入口で受付】
19：00～19:35：例会、19:35～親睦会（予定）
●4/1（火）規定により休会
○4/8（火）イニシエーションスピーチ：波多野まみ会員（副会長）
○4/15（火）卓話：原田義之様（タイ・チェンライRC会長、元2680地区RC(兵庫県)）
○4/22（火）卓話：平岡昇修様（東大寺執事長）⇒17:30～新会員セミナー@明治記念館（全員対象）
●4/29（火・祝）祝日のため休会

国際ロータリー第2750地区

東京愛宕ロータリークラブ http://atagorotary.com/
＜事務局＞
〒１０６－００４４ 東京都港区東麻布２－１５－２ アンゼン・パックスビル2階
TEL：０３－３５６８－３８２７ ／ FAX：０３－３５６８－３８２９ ／ E-mail：office@atagorotary.com
広報戦略委員長 柳 邦明

◇◆ 前回のニコニコBOX ◆◇
￥23,000 累計総額￥129,290

・本日はインフルから回復し、愛する皆様にお会いできてニコニコ！（尾関）
・だいぶ日が長くなってきて、朝、楽になってきましたね。（佐藤ますみ）
・先週事業計画を提出しました。いよいよ奉仕活動スタートします。皆さん宜しくお願い致します！（比嘉）
・Welkommen Dr. Kugel！Very happy to meet U again.（石渡）
・ニコニコBOX！少額でも継続的に、と思っていたら、先週なんと忘れてしまいました。震災3周年の日、忘れないように。（若山）
・3月11日という日を忘れずに生きていきたいと思います。（橋場）
・忘れてはいけない日です。仲間と共に毎年黙祷を捧げ続けましょう。（片山）
・東日本大震災から3年経ちました。改めて、ご冥福をお祈りします。合わせて、本日ポリオ撲滅活動について報告させていただきます。（柳）
・デンパサール出張でメーキャップします。宜しくお願いします。（東京西RC・岩城義親様）
・おはようございます。参加させていただきありがとうございました。これからのご活躍をお祈りしております。ニコニコ。（カムパニュラマヤ様）

◇◆ 出席報告 ◆◇
2014年3月11日 出席状況

・会員数 22名
・出席者 18名
・ビジター 3名
・ゲスト 3名

2014年3月11日 出席率内訳

当日出席数(18)

修正出席数(1)

欠席数(3)

81.8%

13.6%
4.5% 修正出席率

86.3%

≪目標出席率≫
本例会50% 修正100%

■ 奉仕プロジェクト概要

尾関会長、比嘉奉仕PT委員長
【DG（地区補助金）】地区内のクラブがその地域のニー
ズを満たす短期に利用できる補助金。4000ドルスター
ト。3/5申請済み。
・条件：愛宕が主催となって行うプロジェクト。協賛や
協力は不可。7月1日以降に着手。写真や報告書の提出が
必要。最終報告は、プロジェクト終了後1か月以内。
・事業内容：起業＆事業転換フォーラム（仮）
港区の特性を考えた時、起業家だけでなく老舗の企業が
多く、後継ぎの問題や今後の方針について企業と同じく
らいニーズがあると考え、企業＆事業転換を主とした。1
回の事業で話すだけ、ではなく、相談会とセミナーを
セットに、大小2回ずつ行う予定。専門家が多いので、個
別ブースに分かれてコンサルをしていければと考えてい
る。場所は、国際文化会館講堂。港区産業振興課・商工
会議所とタイアップ予定。

【GG（グローバル補助金）】プロジェクト実施国のロー
タリーがホストスポンサー。それに対し、資金や知識を
援助する海外のRCまたは地区が共同となって行う国際奉
仕プロジェクト。両クラブの拠出金とDDF（地区財団活動
資金）と財団からのワールドファンドで構成。
・条件：補助金終了後に自力で行えるようになる必要が
ある。基本データを記録し、3年間どのような変化がもた
らされたか報告をする。最終報告は2か月以内。12か月以
上の場合、中間報告書が必要。

・事業内容：ロータリーピースメイキングサークル
シアトルで行われている地域活動に着目し、シアトルRC
と行う。難民・移民の社会地域からの孤立を防ぐ。社会
的文化的アイデンティティを保ちながら、アメリカの地
域社会と健康的な関係を築きながら自立することが非常
に難しい。物質的支援だけでは社会的孤立が多く、鬱病
の自殺者や犯罪が増加。地域社会へ入れないことによ
り、本来の能力を発揮できない。ピースメイキングサー
クルという手法を使い、彼らが地域社会と自信を持って
関わり、ゴールへ向かえるように支援。18か月間のプロ
ジェクト。

Dr. Reinhold Kugel様(テトナングRC）に、ドイツより
ご来会いただきました。ありがとうございました。


